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に入り組んでいる。従って厚さは約 100から 300nm 
(下部8・層
細胞膜複合体J

































【Cellmembrane complex (CMC) (細胞膜複合体)】
この薄い多成分からなる層状組織の詳細な内部構造
図2 表皮層およびクチクル細胞の内部構造の模式図1)
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図3 羊毛単繊維側面の走査電子顕徴鏡 (SEM)写真(左)と単繊維上での水滴写真 (右)
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時間 1/2 (min1/2) 









時間 1/2 (min1/2) 
























































































図 12は，先に述べた BH処理羊毛を 50%延伸処理
したときの染色速度 (C/C∞ーt1/2)曲線を示した図であ





































































時間 1/2 (min1/2) 
BH処理羊毛の未延伸繊維と 50%延伸処理羊毛対する
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